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大
田
工
業
連
合
会
（
以
下
、
当
会
）
は
６
月

６
日
18
時
30
分
か
ら
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ

ｉ
Ｏ
４
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
第
66

回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
当
会
に
所
属
す
る

９
団
体
か
ら
29
名
の
理
事
、
監
事
、
代
議
員
が

出
席
し
た
。
大
田
区
長
の
鈴
木
晶
雅
氏
、
衆
議

院
議
員
で
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の
平
将
明
氏
、
大
田
区

産
業
振
興
協
会
専
務
理
事
の
齋
藤
浩
一
氏
な
ど
、

来
賓
も
多
数
参
加
し
た
。

 　
総
会
の
冒
頭
、
当
会
の
広
瀬
安
宏
会
長
が
挨

拶
。「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
ト
ラ
ン
プ
関
税
な
ど

で
景
気
の
先
行
き
は
不
透
明
だ
が
、
我
が
大
田

区
は
工
業
の
町
で
あ
り
、
立
地
し
て
い
る
中
小

企
業
は
優
れ
た
技
術
や
信
念
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
中
小
企
業
が
横
の
つ
な
が
り
を
持
て
ば
、

も
っ
と
大
き
な
力
に
な
り
、
厳
し
い
時
代
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
工
連
の

事
業
を
進
め
る
」
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
鈴
木
区
長
が
登
壇
。
大
田
区
の
事
業

を
紹
介
し
て
い
る
当
会
の
こ
う
れ
ん
新
聞
を

掲
げ
つ
つ
「
中
小
企
業
の
人
材
不
足
解
消
の
た

め
、
社
員
の
奨
学
金
の
返
還
支
援
制
度
を
始
め

た
。
こ
れ
を
大
い
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
大

田
区
の
も
の
づ
く
り
の
顔
で
あ
る
皆
さ
ま
に
区

の
産
業
界
を
牽
引
し
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。 

　
議
事
で
は
広
瀬
会
長
が
議
長
を
務
め
た
。
第

１
号
議
案「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
」、

第
２
号
議
案
「
令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告
承

認
の
件
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
令
和
６
年
度

の
我
が
国
の
景
気
は
、
短
期
的
な
回
復
が
見
ら

れ
つ
つ
も
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
抱

え
つ
つ
推
移
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
当

会
で
は
、
先
進
工
場
の
視
察
や
経
営
技
術
講
習

会
の
開
催
な
ど
、
経
営
力
強
化
や
技
術
力
向
上

に
資
す
る
取
り
組
み
を
実
施
。
お
お
た
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
主
催
者
と
し
て
、

大
田
区
の
も
の
づ
く
り
の
情
報
発
信
を
強
化

し
た
。

　
正
会
員
団
体
の
工
場
見
学
支
援
で
は
、
６

団
体
８
件
の
工
場
見
学
が
行
わ
れ
、
新
た
に

助
成
対
象
に
な
っ
た
、
産
業
の
ま
ち
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
加
盟
都
市
へ
の
視

察
・
連
携
事
業
は
１
団
体
が
実
施
し
た
。

　
中
学
生
の
職
場
体
験
事
業
な
ど
次
世
代
も

の
づ
く
り
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実

施
。
小
中
学
生
と
そ
の
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
は
人
気
が
高
く
「
産
業
の
ま
ち
発
見
隊
」

や
「
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
教
室
」
な
ど
の
５
イ
ベ

ン
ト
に
は
計
５
０
０
名
を
超
え
る
参
加
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
、
第
１
号

議
案
、
第
２
号
議
案
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
第
３
号
議
案
「
令
和
７
年
度
事
業
計

画
承
認
の
件
」、
第
４
号
議
案
「
令
和
７
年
度
収

支
予
算
承
認
の
件
」
を
審
議
。
令
和
７
年
度
も

人
手
不
足
や
物
価
・
賃
金
の
上
昇
が
、
中
小
製

造
業
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
米
国
の

関
税
措
置
な
ど
で
世
界
経
済
の
不
透
明
感
が
高

ま
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
付
加
価
値
の
高

い
も
の
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
当
会
は
こ
の

よ
う
な
中
、
正
会
員
お
よ
び
団
体
、
企
業
各
社
、

区
内
製
造
業
の
経
営
力
向
上
を
め
ざ
し
た
各
種

講
習
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
会
員
増
強
に
も
努

め
て
い
く
。
説
明
を
受
け
、
第
３
号
議
案
、
第

４
号
議
案
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
議
事
が
終

わ
り
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
田
区
産
業
振
興
協

会
の
齋
藤
専
務
理
事
が
壇
上
に
上
が
り
、「
少
子

化
が
加
速
す
る
な
か
、
大
田
区
産
業
振
興
協
会

は
『
採
用
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
と
し
て
、
製

造
業
な
ど
に
向
け
て
人
材
確
保
に
向
け
た
セ
ミ

ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
大

田
区
の
産
業
経
済
部
と
一
緒
に
な
っ
て
大
田
工

連
、
大
田
区
産
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
総
会
後
は
懇
親
会
を
開
催
。
会
員
た
ち
は
酒

杯
を
交
わ
し
、
絆
を
深
め
た
。

第66回定時総会風景

懇親会も大いに盛り上がった。

広瀬会長こうれん新聞を掲げる鈴木区長

大
田
工
連
定
時
総
会
開
催

第66回
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大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
と
六
郷
工
科
高
等
学
校（
大
田
区
、

大
田
区
産
業
振
興
協
会
共
催
）
は
６
月

17
日
、
六
郷
工
科
高
校
の
生
徒
が
区
内

企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
話
を
聞
く
イ

ベ
ン
ト
「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ

Ｔ
Ａ
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。
会
場

は
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
４
階
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
。
午
前
、
午
後

に
開
催
し
、
大
田
工
連
の
会
員
企
業
26

社
が
ブ
ー
ス
を
並
べ
、
六
郷
工
科
高
校

の
生
徒
２
６
４
名
が
参
加
し
た
。
開
会

に
あ
た
り
六
郷
工
科
高
校
の
釼
持
利
治

統
括
校
長
は
「
大
田
区
に
は
技
術
力
の

あ
る
中
小
企
業
が
多
く
立
地
し
て
い

る
。
多
く
の
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
話
を
聞

き
、
自
分
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
青
年
部

の
奥
山
隆
行
委
員
長
（
日
新
電
気〈
株
〉

社
長
）
は
「
多
く
の
経
営
者
や
担
当
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
会
社
と

話
を
し
て
大
田
区
の
製
造
業
の
魅
力
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

出
展
し
た
の
は
、(

株)

伊
和
起
ゲ
ー

ジ
、
大
肯
精
密(

株)

、 

佐
々
木
半
田
工

業(

株)

、(

株)

三
功
工
業
所
、(

株)

三
陽
機
械
製
作
所
、(

株)

志
村
精
機

製
作
所
、
城
南
工
業(

株)

、(

株)

昭

和
製
作
所
、(

株)

新
日
東
電
化
、(

有)

関
鉄
工
所
、(

株)

セ
ラ
イ
ズ
、
太
産

工
業(

株)

、(

株)

泰
信
製
作
所
、
千

蔵
工
業(

株)

、
東
京
タ
ッ
ピ
ン
グ
マ

シ
ン(

株)

、(

有)

東
蒲
機
器
製
作
所
、

ト
キ
ワ
精
機(

株)

、(

有)

長
島
工
業
所
、

新
妻
精
機(

株)

、日
新
電
気(

株)

、(

株)

平
川
製
作
所
、
フ
ィ
ー
サ(

株)

、(

株)

マ
ッ
ク
ス
、
ム
ソ
ー
工
業(

株)

、(

有)

山
田
製
作
所
、(

株)

渡
辺
精
機
の
26
社
。

企
業
の
出
展
は
昨
年
の
18
社
か
ら
26
社

へ
増
え
た
が
、
生
徒
の
参
加
人
数
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
ブ
ー
ス

に
も
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
大

勢
の
生
徒
が
訪
れ
た
。

千
蔵
工
業
は
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
生

徒
に
対
し
、「
羽
田
空
港
と
グ
ラ
ン
デ
ュ

オ
蒲
田
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
な

ん
で
し
ょ
う
」
と
問
い
か
け
。
生
徒
が

答
え
ら
れ
ず
に
い
る
と
、「
正
解

は
ど
ち
ら
に
も
当
社
の
自
動
ド

ア
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」と
語
っ

た
。
ブ
ー
ス
の
前
面
に
は
自
動

ド
ア
の
機
構
モ
デ
ル
を
設
置
。

「
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
」
で
知
ら

れ
る
同
社
の
自
動
ド
ア
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

セ
ラ
ミ
ッ
ク
加
工
の
セ
ラ
イ

ズ
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
の

製
造
工
程
を
説
明
。
セ
ラ
ミ
ッ

ク
の
多
孔
性
を
示
す
た
め
、
香

料
を
染
み
こ
ま
せ
た
セ
ラ
ミ
ッ

ク
の
板
を
生
徒
に
手
渡
す
と
、

生
徒
は
「
良
い
匂
い
が
す
る
」

と
言
い
、
い
つ
ま
で
も
匂
い
を

嗅
い
で
い
た
。

東
京
タ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
生

徒
た
ち
に
「
ど
こ
か
ら
来
た
の
?　
自

転
車
で
来
た
の
？
」
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
話
し
か
け
る
。
国
内
シ
ェ
ア
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
タ
ッ
ピ
ン
グ
マ
シ
ン
を

社
員
25
人
で
作
っ
て
い
る
と
話
す
と
、

生
徒
た
ち
も
感
心
し
た
面
持
ち
だ
っ

た
。六

郷
工
科
高
校
の
男
子
生
徒
は
、

「
ト
キ
ワ
精
機
の
継
手
『
ま
る
み
君
』

の
話
が
面
白
か
っ
た
。
担
当
者
の
話
も

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
か
、
女
子
生

徒
は
「
日
新
電
気
が
作
っ
て
い
る
ル
ー

ム
ラ
イ
ト
が
お
し
ゃ
れ
だ
と
思
っ
た
。

部
屋
に
飾
っ
た
ら
良
さ
そ
う
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
０
２
５

の
感
想
に
つ
い
て
ト
キ
ワ
精
機
の
担

当
者
は
「
生
徒
た
ち
は
、
よ
く
話
を
聞

い
て
く
れ
た
。
大
田
区
の
技
術
を
知
っ

て
く
れ
る
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
」
と

コ
メ
ン
ト
。
新
日
東
電
化
は
「
話
を
真

剣
に
聞
い
て
く
れ
て
、
工
場
見
学
を
し

た
い
と
い
う
子
も
い
た
。
当
社
は
障
が

い
者
や
高
齢
者
が
長
く
働
け
る
、
多
様

性
を
実
現
し
て
い
る
職
場
。
ぜ
ひ
見
学

し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

ｰー ｰー ｰー ｰー　高 校 生 ×ものづくり企業　ーーｰー ｰー ｰー
マッチングセッションOTA２０２５

会場風景

区内企業の技術に興味津々な高校生たち

日新電気のルームライト 釼持校長

QRコードより、電子申請にて申込書類を
提出してください。（郵送または持参も可）
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２
０
２
５
年
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
は
、
ま
す
ま

す
高
度
化
し
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

日
々
進
化
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脅
威

に
対
し
て
、
I
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人 

情
報
処
理
推
進
機
構
）
は
毎
年
、
特
に

注
意
が
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脅
威

を
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
」

と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
５

年
版
の
10
大
脅
威
の
う
ち
中
小
企
業

が
特
に
注
意
す
べ
き
脅
威
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

 

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
に
よ
る
攻
撃

　
10
年
連
続
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お

り
、
今
で
も
ニ
ュ
ー
ス
で
頻
繁
に
報

道
さ
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
す
。
ラ

ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
は
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー

タ
を
暗
号
化
し
、
元
に
戻
す
た
め
に

身
代
金
を
要
求
す
る
悪
質
な
ウ
イ
ル

ス
で
す
。
無
作
為
に
ば
ら
ま
き
型
で

攻
撃
を
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

中
小
企
業
で
も
被
害
に
あ
い
や
す
く
、

被
害
に
あ
っ
た
場
合
の
影
響
（
パ
ソ

コ
ン
が
使
え
な
く
な
り
業
務
が
一
部

停
止
）
も
大
き
い
で
す
。

 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や

委
託
先
を
狙
っ
た
攻
撃

　
攻
撃
者
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
防
御

が
固
い
大
企
業
を
直
接
攻
撃
す
る
の

で
は
な
く
、
大
企
業
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
し
て
繋
が
り
の
あ
る
中

小
企
業
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
が
不
十
分
な
中
小
企
業
を
経
由

し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
大
企
業
に
侵
入

し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。
こ

の
攻
撃
の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
、
取

引
先
と
の
信
頼
関
係
を
著
し
く
損
な

う
だ
け
で
な
く
、
法
的
な
問
題
に
発

展
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

 　
Ｉ
Ｔ
技
術
の
浸
透
に
よ
り
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脅
威
は
中
小

企
業
に
と
っ
て
も
無
視
で
き
な
い
問

題
で
す
。
今
回
紹
介
し
て
い
な
い
内
部

不
正
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
詐
欺
な
ど

も
身
近
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脅
威
と
し

て
注
意
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
脅

威
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
対
策
や
パ
ッ
チ
の
適
用
な
ど
の
基

本
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
徹
底

と
、
従
業
員
の
教
育
が
不
可
欠
で
す
。

自
社
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
を
見
直

し
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
脅
威
か
ら
身
を
守
り
安
全

に
Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

 【
当
会
会
員
企
業
に
お
け
る
サ
イ

バ
ー
攻
撃
状
況
】

　

当
会
会
員
企
業
約
30
社
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
検
知
状
況
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
入
り

半
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
攻
撃
件
数

は
高
い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
は
月
平
均
６
６
１
７
件

で
し
た
が
、
２
０
２
５
年
は
５
月
末

時
点
で
月
平
均
８
３
４
０
件
と
昨
年

度
比
１
２
０
％
を
超
え
る
状
況
で
サ

イ
バ
ー
攻
撃
が
激
化
し
て
い
る
近
年

の
傾
向
が
、
当
会
会
員
企
業
に
も
押

し
寄
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
述
の
10
大
脅
威
の
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ

ア
を
筆
頭
に
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
質

も
量
も
増
加
し
て
い
る
状
況
で
は
、

中
小
企
業
に
お
い
て
も
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
は
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
も
中
小
企
業
向
け
の
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援
政
策
を
強

化
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
導
入
に
対
す
る

補
助
金
制
度
や
、
専
門
家
に
よ
る
無

料
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
診
断
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従

業
員
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
を
高

め
る
た
め
の
教
育
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
支
援
を
活
用
し
、
企
業
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ラ
ム

〈〈〈〈 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威 

２
０
２
５  

〉〉〉〉

1 ランサムウェアによる攻撃
2 サプライチェーンや委託先を狙った攻撃
3 システムの脆弱性を突いた攻撃
4 内部不正による情報漏えい等
5 機密情報を狙った標的型攻撃
6 リモートワークなどの環境や仕組みを狙った攻撃
7 地政学的リスクに起因するサイバー攻撃
8 分散型サービス妨害攻撃
9 ビジネスメール詐欺
10 不注意による情報漏えい等

2025 年度版情報セキュリティ 10大脅威
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暑中お見舞い申し上げます
一般社団法人　大田工業連合会有志 （五十音順）

※短期　の 仕 事 に つ い て も お 気 軽 に お 問 合 せ く だ さ い   

ご注文・お問い合わせは電話かホームページから センター PRキャラクター「シルにゃん」®

◆事務 ( データ入力、経理、受付、電話応対、書類のファイリングなど ) 

◆製品梱包、組立、検査、発送　 ◆社員食堂での調理補助 など  

受付 / 8:30～ 17:15（土日・祝祭日・年末年始を除く）
0120-200-027

 大田区シルバー人材センター 検索 https://www.ota-sjc.or.jp/

公益社団法人 大田区シルバー人材センター

その仕事、シルバーにお任せください 猫
の
手
も
借
り
た
い

そ
ん
な
時
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

鵜沼昌英

『ボールねじ製造・販売』『精密加工』

株式会社  伊和起ゲージ
代表取締役　広瀬安宏

　 〒146-0083　東京都大田区千鳥2-28-18
　 TEL  03-3758-1721　FAX  03-3759-1691
　 E-mail info@iwaki-gauge.co.jp
　 URL  https://www.iwaki-gauge.co.jp

 構築と革新、更なる挑戦めっきメーカーからサーフェスクリエーターへ

スピンカシメ機の開発・製造・販売

株式会社弘機商会
代表取締役　髙原隆一

〒144-0052　大田区蒲田1-24-6 
TEL  03-3732-5461　FAX  03-3732-5464
URL  https://kokiriveting.com

「アルミの溶接お任せください」

株式会社 小池製作所
代表取締役社長　小池雄太

〒144-0056　大田区西六郷 4-12-9 
TEL  03-3731-9953　FAX  03-3735-1890
URL  https://koikeseisakusyo.co.jp

株式会社 かんぽ生命保険
南東京法人支店
支店長　菅原隆彦

〒141-0001　東京都品川区北品川6-7-29
ガーデンシティ品川御殿山2階
☎ TEL : 03-5422-7654　FAX : 03-5422-8329

産業用LED照明器具製造販売

鉄・ステンレスのオーダー金物
既製品に無い形、寸法で
1ケより承けたまわります

宮田麻吏

ものづくりの町医者
検査・リバースエンジニアリング

栄商金属株式会社
代表取締役　佐山行宏

大田区下丸子1-17-18　EものづくりLAB 
TEL 03-3732-1207　FAX 03-3759-1255

URL  https://www.eisyo.co.jp
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暑中お見舞い申し上げます
一般社団法人　大田工業連合会賛助会員

か
ん
ぽ
生
命
保
険

南
東
京
法
人
支
店

　

共
立
信
用
組
合

き
ら
ぼ
し
銀
行

蒲

田

支

店

株
式
会
社  

く
ら
し
の
友

さ
わ
や
か
信
用
金
庫

さ
わ
や
か
信
用
金
庫

下
丸
子
支
店

さ
わ
や
か
信
用
金
庫

穴
森
支
店
・
東
糀
谷
支
店

商
工
組
合
中
央
金
庫

大

森

支

店

城
南
信
用
金
庫

東
京
商
工
会
議
所

大

田

支

部

株式会社  整電社
代表取締役　鈴木さと美
代表取締役　長瀬　光德

〒144-0056　大田区西六郷1-12-1
TEL  03-3733-9611　FAX  03-3733-9614
URL  https://seiden-sha.co.jp

株式会社  昭和製作所
取 締 役 会 長　舟久保利明
代表取締役社長　舟久保利和
〒143-0015　大田区大森西2 -17-8
TEL  03-3764-1621　FAX  03-3764-1626
E-mail showa@showa-ss.jp
URL  https://showa-ss.jp

アルミ厚板精密切断・機械加工

株式会社  大　成
代表取締役　大竹治輝

〒143-0003　大田区京浜島2-3-15
TEL  03-3790-4611　FAX  03-3790-4618
E-mail  keihin-office@taisei-ts.co.jp
URL  http://www.taisei-ts.co.jp

切削工具メーカー

大洋ツール 株式会社
代表取締役　髙萩俊夫

〒146-0081　大田区仲池上1-26-13
TEL  03-3752-3221　FAX  03-3755-0703
E-mail taiyo@taiyo-tool.co.jp
URL  http://www.taiyo-tool.co.jp/

世界一の自動車部品メーカー BOSCH
国内販売代理店

バッテリー・ワイパー・各種テスター

高輪ヂーゼル株式会社
〒144-0044　大田区本羽田2-4 -12
TEL  03-6423-6240　FAX  03-6423-6241
URL  http://www.takanawad.co.jp/

「スピードと品質の金型・設計・製作会社」

株式会社タムラエジア
代表取締役　田村波音

〒144-0033　大田区東糀谷6-4-17 
 　　OTAテクノCORE101
TEL  03-5735-3501　FAX  03-5735-3502
URL  http://www.tamuraejer.com
E-mail  info@tamuraejer.com

油圧配管継手の専門メーカー

トキワ精機株式会社
代表取締役　木村洋一

〒143-0012　東京都大田区大森東2-14-12
TEL  03-3762-5511　FAX  03-3763-9144
URL  https://tokiwaseiki.net/

省資源・環境保全時代に貢献する「溶射技術」

東京メタリコン株式会社
代表取締役　関　直孝

〒143-0003　大田区京浜島2-18-13
TEL  03-3790-0201　FAX  03-3790-4359
E-mail  seki-naotaka@tokyometallikon.co.jp
URL  http://www.tokyometallikon.co.jp

時代とともに歩み、心から喜んでいただける
製品を提供します

ティヴィバルブ株式会社
（食品、ケミカル、ニューエネルギー関連分野のバルブ製作）

代表取締役　竹内康晴
〒143-0012　大田区大森東4-33-8
TEL  03-3763-4311　FAX  03-3763-4317
URL  http://www.tv-valve.co.jp
E-mail  info@tv-valve.com

有限会社  冨士精機製作所
代表取締役　荻野　拡昭

〒143-0013　大田区大森南3-10-6
TEL  03-3744-4811　FAX  03-3744-4813
E-mail  fujiseiki-ogi@coda.ocn.ne.jp
URL  http://www.fujiseiki-tokyo.com

 試験片・試験治具

ムソー工業株式会社
代表取締役　尾針徹治

〒143-0003　大田区京浜島2-13-9
TEL  03-3790-0666　FAX  03-3790-0668
E-mail  musoindustry@clock.ocn.ne.jp

工作機械鋳物・金型用鋳物

森田鋳工株式会社
代表取締役社長　森田政男

〒143-0003　大田区京浜島2-19-1
TEL  03-3790-2131　FAX  03-3790-2134
ISO9001／JISG5502
URL  http://www.ca-morita.co.jp/

パイプ曲げ加工は、お任せください！！

株式会社  平川製作所
代表取締役　柳沢重幸

〒143-0015　大田区大森西2-17-14
TEL  03-3764-1388　FAX  03-3768-1939
E-mail  s-yanagi@hirakawa-ss.co.jp
URL  http://www.hirakawa-ss.co.jp/

冨士ダイス株式会社
代表取締役社長　春田善和

〒146-0092　大田区下丸子2-17-10
TEL  03-3759-7181　FAX  03-3756-0290

ものづくりのコーディネータ

有限会社  安久工機
代表取締役社長　田中　宙

〒146-0092　大田区下丸子2-25-4
TEL  03-3758-3727　FAX  03-3756-1250
E-mail  contact@yasuhisa.co.jp
URL  http://www.yasuhisa.co.jp

理化工業株式会社
代表取締役社長　保知輝英

本社　〒146-8515 大田区久が原5-16-6
TEL  03-3755-8001　FAX  03-3755-7800

精密送りねじ・超精密スピンドル加工

宮城精工株式会社
代表取締役　菊地勝昭

〒146-0083　大田区千鳥2-26-7
TEL  03-3750-8875　FAX  03-3750-7286
E-mail  k-kikuchi@miyagi-seiko.co.jp
URL  http://www.miyagi-seiko.co.jp

有限会社　山田製作所
［自動制御盤　設計・製作］

代表取締役　山田　修
〒145-0064　大田区上池台5-34-12
TEL  03-3729-5191　FAX  03-3726-5460
E-mail  info@yamada-ss.jp
URL  https://www.yamada-ss.jp/

成形～めっきまでプラスチック一貫生産

平和工業株式会社
代表取締役　内藤喜達

〒143-0003　大田区京浜島2-2-4
TEL  03-3790-1031　FAX  03-3790-2828
E-mail  info@heiwakogyo.com
URL  http://www.heiwakogyo.com

マシニング加工（アルミ、銅）

有限会社  平林製作所
代表取締役社長　平林孝博

〒143-0012　大田区大森東2-26-25
TEL  03-3761-1150　FAX  03-3761-1029

配電制御システムのエキスパート

日本電機株式会社
代表取締役社長　倉持康壽

〒146-0093　大田区矢口3-2-1
TEL  03-3758-1121　FAX  03-3759-6485
E-mail  ndctyo@n-denki.co.jp
URL  http://www.n-denki.co.jp

有限会社  早崎製作所
代表取締役　早崎吉春

〒143-0013　大田区大森南5-3-16
TEL  03-3744-0971　FAX  03-3744-0972

株式会社  福井製作所
代表取締役　福井　晃
代表取締役　福井賢治

〒140-0013　品川区南大井5-20-5
TEL  03-3761-3121㈹　FAX  03-3761-3122
URL  http://www.fukui-ss.co.jp

 物流をトータルサポート
(物流代行・EＣ支援・トランクルーム・販売代行)

 醍醐倉庫株式会社
 代表取締役社長　醍醐正明
  〒146-0081　大田区仲池上1-30-3

  TEL 03-3752-8888  FAX 03-3574-4633

Painting the world happy
～世の中を幸せ色に塗る～

有限会社 望月塗工研究所
代表取締役　望月直人

E-mail：mochizuki7010@amethyst.bforth.com
〒143-0014　東京都大田区大森中3丁目20番21号
TEL  03-3761-0404　FAX  03-3761-0417
URL  http://www.mochizuki-tokou.com

こちらの広告を掲載頂ける
企業様を募集しております。

・A3用紙大に（縦 6cm×横 4㎝）
 サイズで掲載の場合1回 3,500円～
※金額はサイズにより異なりますので
   お問合せください。

広告掲載料

大田工業連合会 TEL 03-3737-0797
お申込・問合せ先

 広告掲載の募集！

精密板金加工・レーザー溶接

660447
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HACCPを導入した最新設備の工場から
今日も満足していただけるメニューをお届けします。

HACCPを導入した最新設備の工場から
今日も満足していただけるメニューをお届けします。

◎職場弁当・各種行事弁当 ◎学校給食の受託、運営
◎幼稚園弁当 ◎リユースカップの洗浄業務
 ◎ご注文に応じて対応いたします。

都南工業給食協同組合
〒144―0045　大田区南六郷3―15―1
TEL 3732ー7451（代表）　FAX 3735ー8376

★昭和37年大田工業連合会の有志によって
　設立された皆様の です。

HACCP認定工場

のお料理

1.80%
（2025年7月1日現在）

・法律相談 ・税務相談 ・労務相談 ・金融相談

2026
※大田区より当初3年間、支払い利息の40％が補助されます。
※融資利率は金融情勢により変わる事があります。
※日本政策金融公庫での融資決定時の利率が適用されます。

※最新の利率については大田支部までお問い合わせ下さい。

2 0 2 5  新入社員セミナー

社会人としての初歩を学ぶ

研修風景

　大田工業連合会（以下、当会）は、地域の中小企業の新入社員にビジ
ネスマナーや仕事の考え方を教える新入社員セミナーを開催した。期間
は５月14日から16日の3日間。会場は大田区産業プラザPｉＯ６階会議
室。講師は研修や人材派遣を手がけるアイング株式会社の猪田美奈子
氏。旭産業(株)、(株)池田車框製作所、(株)加藤研磨製作所、（株）上島
熱処理工業所、(株)三栄精機工業、シンレキ工業(株)、(株)セライズ、千
蔵工業(株)、東京鉄鋼工業協同組合の9社から9名の新入社員が参加した。
 　冒頭、当会の広瀬安宏会長が挨拶。「当研修では、社会人として
の第一歩としてマナーやルールを学ぶものです。良い緊張感を持っ
て臨み、三日間頑張って下さい。皆さんの会社は毎年のように新入
社員を採っている立派な会社。会社で先輩の話を聞き、その上に
自分の能力を積み重ねていくことで町工場の未来を作ってもらいた

い」と期待を寄せた。
　猪田先生は自己紹介の中で「人間はあらゆることを忘れていく生
き物なので、忘れるのは当たり前。自分の記憶だけに頼らず仕事を
覚えていく上で、きちんとメモを取ることが重要」と述べた。
　14日の研修は9人が2つのチームに分かれ、講義とグループワー
クを交互に行う形式で進んだ。最初は社会人に必要な４つの意識を
学ぶ。給料の源泉は顧客であるという意識、チームワークを発揮す
るための報告・連絡・相談など協力意識、資源を意識するコスト意
識、自己管理意識があると講義。「法律を遵守して行動しないとい
けない」、「いろいろな会社が入居しているオフィスビルのエレ
ベーターや電車など、職場以外で会社の話をしない」など、コンプ
ライアンスや情報セキュリティの重要性についても説明した。
　午後からはあいさつなどビジネスマナーについて学習した。「ビ
ジネスマナーは、仕事を円滑に進めるためのコミュニケーション
ツール。身だしなみや表情、声のトーンも重要」と語る猪田先生。
「あいさつは先んじて行う」「スカイブルー
をイメージして声を出す」などのコツを伝授
した。
　15日の研修では電話の受け方、かけ方、
取り次ぎ方のほか、他社を訪問した際や来客
があった際の行動をロールプレイングで学ん
だ。16日はビジネス文書の書き方やチーム
ワークゲームに取り組み、仕事の進め方につ
いて研修した。 猪田先生


